
令和３年度 自己評価表（年度当初） 
鳥取県立倉吉西高等学校 

教育目標 校訓である「立志」の精神に基づき、自らの志（使命感）を明確に持ち、将来、地域貢献及び社会貢献のできる心豊

かな人材を育成する。 
 

今年度の重点目標 

１ 将来を見越した生活習慣の確立 
２ キャリア教育の充実 
３ 主体的な学習姿勢の構築、及び学力充実 
４ 情報収集、情報発信の充実 中長期目標 

１ 道徳教育の充実 
２ キャリア教育の充実 
３ 高い志の実現に向けた、学ぶ意欲の向上 

 

 

 評価基準 A:十分達成〔100％〕 B:概ね達成〔80％程度〕 C:変化の兆し〔60％程度〕 D:まだ不十分〔40％程度〕 E:目標・方策の見直し〔30％以下〕                                       

年 度 当 初 評 価 結 果（ 月） 
評価項目 評価の具体項目 現状 目標(年度末の目指す姿) 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 

将来を見越した
生活習慣の確立 

○社会の一員として自覚
ある生活習慣と表現力
を身につける。 
 

○各種講演会や企業訪問
等で学んだことを校内
の生徒会活動等に活用
する。 

○全般的に挨拶はよくできている。

授業での分離礼や教務室への入室

の挨拶については、まだ不十分で

ある。 
○年間遅刻者は前年度より大幅に減

少した。だが予鈴後登校者がまだ

一部見受けられる。 
○授業の開始時間に着席できていな

い生徒が一部見受けられる。 
○西高祭をはじめとする生徒会行事で

は、生徒主体の企画・運営が定着し、

クラス内や集会などで集団の一員と

して率先して動く生徒が増えた。 

○校内はもちろん、地域の中において
もＴＰＯを意識した行動をとること
ができる。 

○年間遅刻者数及び予鈴後登校者を前
年より減少させる。 

○いずれの授業もチャイムスタートと
同時に開始できている。 

○前例にとらわれない生徒会行事を企
画するなど、状況に応じて主体的か
つ機動的に生徒会活動を行ってい
る。 

○挨拶や時間、期限の厳守ができない
場合は、その場で正し、保護者との連
携を密にする。 

○遅刻者数の見える化と教職員による
登校指導を継続して行う。 

○授業担当者がチャイムまでに教室に
行くと同時に、その場に応じた適切
な指導を行う。 

○授業内でも意見を表現できる場面を
設定する。積極的、意欲的な行動や姿
勢の生徒を積極的に褒める。生徒会
活動を通し、生徒が自己肯定感や達
成感をもてるように指導する。 

   

キャリア教育の
充実 

○チャレンジグループ活
動を通して、興味関心か
ら進路目標決定までの
プロセスを確立する。 

 
○ふるさとの素晴らしさ
を学び、郷土への愛着を
深める。 

○チャレンジグループ活動の発表会
や探究活動を自らの進路につなげ
ようとしている。 

○校内での発表であり、外部の客観
的評価に触れる機会が少ない。 

○「フィールドワークイン鳥取」や
地元企業の講演会を行い、ふるさ
との素晴らしさを学んでいる。地
元のボランティア活動に参加して
いる。 

○ステージが上がるごとに、探究活動
への意欲や興味関心が高まり進路決
定へ繋がっている。 

○よりよい社会を実現するために SDG
ｓの目標を意識し、シンポジウム等
に２割以上の生徒が応募・参加する。 

○「フィールドワークイン鳥取」や地元
企業の講演会を行い、学んだことを
共有している。地元のボランティア
活動に積極的に参加している。 

○地元自治体を生かした講演会やフィ
ールドワークを生かし、地元の良さ
を理解する。 

○チャレンジグループ活動の講演会、
施設・企業訪問など機会をとらえ、社
会に対する視野を広げるとともに、
個別面談により適宜助言を行う。 

○生徒、教職員の連携を密にし、シンポ
ジウム等への参加を成長の場面とと
らえ、応募・参加を呼びかけるととも
に、必要な支援を行う。 

○研修やボランティア活動を通し体験
したふるさとの素晴らしさを発表
し、共有する。 

○地元自治体の協力を仰ぎながら、生
徒が地元を知る機会を増やす。 

   

主体的な学習姿
勢の構築、及び
学力充実 

○全職員がＩＣＴ機器を
効果的に活用し、生徒の
学習意欲を高める。 
 

○生徒のＩＣＴ機器の計
画的な活用を図り、主体
的な学習者を育成する。 

 

○定期考査や校外模試結
果を分析し、新入試に対
応した学力の定着を図
る。 

○多くの教員が、プロジェクター等を
活用した授業実践はできる。 

○ＩＣＴ機器や Google Workspace 
for Educationを効果的に活用して
授業実践、データ収集できる教員は
少ない。 

○生徒がＩＣＴ機器を利用できるが、
計画的に活用できる状態ではない。 

○校外模試目標偏差値を定めている。
新入試の問題分析はできているが、
教員間の共有や授業への活用は十
分ではない。 

○アクティブラーニングやＩＣＴ機器
を 活 用 し た 授 業 実 践 、 Google 
Workspace for Educationを活用した
学習の振り返りやデータの集約を行
うことができる。 

○生徒がＩＣＴ機器の計画的な活用を
図り、主体的に学習している。 

○生徒が自分の意見を表出するなど、
授業をとおして主体的な学習者へと
変容している。 

○校外模試 S1,S2 目標偏差値 48 以上。
11 月進研模試 S3 偏差値 48 以上 20
名以上。 

○ＩＣＴ機器の活用を取り入れた校
内研究授業を行っていく。 

○データ集約や学習の振り返りでの
Google Workspace for Educationの
活用を進めるため、校内研修を実
施していく。 

○授業のねらいを明確にし、生徒が主
体的に取り組める発問や効果的なＩ
ＣＴ機器の活用を行う。 

○新入試の問題分析を行い、授業に
生かす。定期的に模試分析を行い、
学力の定着を図る。 

   

情報収集、情報
発信の充実 

○ホームページなどを活
用し、学校の方針を計画
的に発信する。 

○ホームページの更新に努めている
が、すべての情報を発信できてい
るわけではない。 

○季刊倉西を年４回発刊している。 
○学校評議員会・学校関係者評価委

員会を学校運営協議会へと移行す
る。 

○各ステージ、各グループ、各部活動を
時機を逃さずホームページを活用
し、必要な情報を発信している。ま
た、中学生や地域の方々等に分かり
やすいものになっている。 

○学校運営協議会の意見を活用し、地
域と連携した特色ある教育施策を実
践する。 

○各ステージ、各グループ、各部活動で
行事、大会毎にホームページを更新
する。また、ホームページの項目毎に
情報を整理していく。 

○学校運営協議会と連携し、地域の理
解を得た学校運営を推進する。 

   

 


